
2026 年 4月 15日

足立区立郷土博物館内
足立史談編集局
〒 120-0001

東京都足立区大谷田 5-20-1

T E L
F A X

03-3620-9393
03-5697-6562

第 号698

（１） 令和８年4月第698号 足 立 史 談

文
化
財
の
調
査

文
化
財
の
調
査

　

足
立
区
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
を

受
け
、
足
立
区
教
育
委
員
会
は
令
和
八
年

三
月
十
一
日
に
表
の
通
り
新
た
な
文
化
財

を
告
示
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
文

化
財
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
１
】
高
橋
廣
湖
「
春
秋
野
径
図
屏
風
」

　
　
　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

　

高
橋
廣
湖
（
た
か
は
し
こ
う
こ
・
一
八

七
五
〜
一
九
一
二
）
は
、
岡
倉
天
心
に
も

実
力
を
高
く
評
価
さ
れ
た
画
家
で
す
。
経

緯
は
不
明
で
す
が
、
千
住
の
人
々
が
廣
湖

を
支
援
す
る
「
芳
廣
会
」
（
ほ
う
こ
う
か

い
）
を
組
織
し
て
お
り
、
千
住
の
人
々
に

あ
つ
く
支
持
さ
れ
ま
し
た
。
本
作
は
千
住

に
伝
来
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
背
景
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

本
作
は
、
早
春
の
田
舎
道
を
供
の
小
僧

を
連
れ
て
歩
く
女
性
た
ち
の
図
（
右
扇
）

と
、
農
家
の
前
を
帰
る
母
子
の
図
（
左

扇
）
が
描
か
れ
て
お
り
、
女
性
を
中
心
に

据
え
た
情
景
が
精
緻
に
描
き
込
ま
れ
た
良

作
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

名
倉
和
子
氏
旧
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　

郷
土
博
物
館
所
蔵

（
参
考
）
「
足
立
史
談
」
五
九
七
号

　

平
成
二
十
九
年
企
画
展
図
録
『
高
橋
廣

湖‐

千
住
に
愛
さ
れ
た
日
本
画
家
』

【
２
】
清
水
圭
明
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」

　
　
　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
、
千
住
橋
戸
町
を

拠
点
に
活
動
し
た
清
水
圭
明
（
し
み
ず
け

い
め
い
・
一
八
〇
一
〜
没
年
未
詳
）
に
よ

る
六
曲
一
双
押
絵
貼
屏
風
。

　

本
作
は
、
濃
密
な
色
彩
と
描
写
に
よ
る

四
季
の
花
鳥
図
で
、
琳
派
の
酒
井
抱
一
が

創
始
し
た
十
二
カ
月
を
一
図
ず
つ
描
く
様

式
を
用
い
て
い
ま
す
。
キ
ジ
や
ウ
ズ
ラ
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
が
美
し
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。

千
住
河
原
町　

中
島
家
旧
蔵

郷
土
博
物
館
所
蔵

【
３
】
村
越
其
栄
「
天
神
図
」

　
　
　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
絵
画
）

　

村
越
其
栄
（
む
ら
こ
し
き
え
い
）
は
、

令和七年度足立区登録文化財…　　　「伊古宇」の尼僧…
収蔵資料展…　　　 博物館40周年のロゴマークができました…
令和七年度足立区登録文化財…　　　「伊古宇」の尼僧…
収蔵資料展…　　　 博物館40周年のロゴマークができました…

令
和
七
年
度
足
立
区
登
録
文
化
財

令
和
七
年
度
足
立
区
登
録
文
化
財

新
た
な
登
録
文
化
財
が
決
ま
り
ま
し
た

新
た
な
登
録
文
化
財
が
決
ま
り
ま
し
た

【１】高橋廣湖「春秋野径図屏風」

【２】村越其栄「天神図」
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息
子
の
向
栄
（
こ
う
え
い
）
と
共
に
千
住

で
家
塾
を
営
み
な
が
ら
絵
師
と
し
て
も
活

動
し
て
お
り
、
令
和
六
年
度
に
は
、
其
栄

の
作
品
が
一
点
、
向
栄
の
作
品
が
三
点
、

文
化
財
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
作
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の

作
品
で
、
菅
原
道
真
を
描
い
た
も
の
で
す
。

（
写
真
参
照
）
左
上
の
黒
く
長
方
形
に
見

え
る
部
分
に
は
、
道
真
筆
と
さ
れ
る
経
文

が
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
真
像
は
、
色
の

濃
淡
に
よ
っ
て
立
体
感
が
描
出
さ
れ
、
江

戸
琳
派
の
鈴
木
其
一
（
き
い
つ
）
に
学
ん

だ
其
栄
の
高
い
技
術
力
を
う
か
が
え
ま
す
。

千
住
河
原
町　

中
島
家
旧
蔵

郷
土
博
物
館
所
蔵

【
４
】
木
造
不
動
明
王
及
び
二
童
子
立
像

　
　
　

付
、
胎
内
文
書

　
　
　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

　

常
善
院
（
大
谷
田
一
丁
目
三
十
三‐

十

五
）
に
伝
来
し
た
仏
像
で
す
。
中
央
に
不

動
明
王
、
左
に
矜
羯
羅
童
子
（
こ
ん
が
ら

ど
う
じ
）
、
右
に
制
吒
迦
童
子
（
せ
い
た

か
ど
う
じ
）
を
配
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
行
わ
れ
た
修
理
の
際
、
仏
像
の

中
か
ら
古
文
書
が
発
見
さ
れ
、
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
「
羽
黒
山
大

仏
師
慶
存
」
と
仏
師
の
名
も
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
不
動
明
王
の
大
き
な
頭
部
と
丸
い

目
の
表
現
は
素
朴
で
親
し
み
や
す
い
作
風

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

＊
通
常
は
非
公
開
で
す
。

【
５
】
煉
瓦
造
山
王
社

　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

　

加
賀
町
会
館
敷
地
内
（
加
賀
二
丁
目
六

‐

五
）
に
あ
る
煉
瓦
造
の
ほ
こ
ら
で
す
。

明
治
〜
大
正
時
代
に
か
け
て
、
足
立
区
は

煉
瓦
の
一
大
生
産
地
で
し
た
。
煉
瓦
造
の

ほ
こ
ら
は
そ
う
し
た
地
域
の
歴
史
を
反
映

し
て
い
ま
す
。

　

基
礎
部
の
煉
瓦
は
、
長
手
と
小
口
を
交

互
に
並
べ
る
イ
ギ
リ
ス
積
み
、
室
部
の
煉

瓦
は
、
長
手
を
連
続
す
る
長
手
積
み
と
な

っ
て
お
り
、
焼
成
の
色
合
い
が
異
な
る
点

な
ど
か
ら
時
期
の
異
な
る
煉
瓦
を
用
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
も
お
供
え

物
や
お
祭
り
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地

元
で
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
６
】
南
北
消
防
記
念
碑　

　
　
　
　

付
、
木
遣
り
歌
碑

　
　
　

登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

　

大
正
十
二
年
四
月
に
慈
眼
寺
（
千
住
一

丁
目
二‐

九
）
に
建
碑
さ
れ
た
記
念
碑
で

す
。
安
政
元
年
（
一
八
五
五
）
に
発
足
し

た
上
組
・
中
組
・
下
組
の
三
組
で
構
成
さ

れ
る
南
北
千
住
消
防
組
に
属
し
た
歴
代
の

人
々
の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
に

殉
職
者
の
名
前
も
記
さ
れ
て
お
り
、
慰
霊

碑
の
意
味
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　

木
遣
り
歌
碑
は
、
南
北
消
防
記
念
碑
の

建
碑
を
記
念
し
て
同
時
に
制
作
さ
れ
た
も

の
で
、
石
材
一
式
を
奉
納
し
た
石
山
金
五

郎
の
木
遣
り
歌
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）
『
足
立
史
談
』
六
九
二
・
六
九

七
号
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時
宗
の
総
本
山
清
浄
光
寺
（
別
名
遊
行

寺
で
知
ら
れ
る
。
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
が

所
蔵
す
る
国
の
重
要
文
化
財
『
時
衆
過
去

帳
』
に
は
、
伊
興
の
尼
僧
に
関
す
る
記
述

が
み
ら
れ
る
。
同
記
事
は
す
で
に
金
井
清

光
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
『
時

衆
教
団
の
地
方
展
開
』
参
照
）
。
同
氏
は

中
世
武
蔵
国
内
に
お
け
る
時
宗
教
団
の
動

向
に
関
す
る
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
、

本
稿
で
は
史
料
の
少
な
い
中
世
伊
興
の
史

料
と
し
て
、
同
地
域
の
時
宗
の
信
仰
の
広

ま
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

■『
時
衆
過
去
帳
』　

今
回
取
り
上
げ
る

『
時
衆
過
去
帳
』
（
以
降
、
「
過
去
帳
」

と
表
記
）
は
、
『
応
其
過
去
帳
』
（
お
う

ご
の
か
こ
ち
ょ
う
）
と
も
呼
ば
れ
、
折
本

（
お
り
ほ
ん
）
で
僧
衆
・
尼
衆
の
部
の
二

冊
か
ら
な
る
過
去
帳
で
あ
る
。
弘
安
二
年

（
一
二
七
九
）
、
二
代
遊
行
上
人
他
阿
真

教
（
た
あ
し
ん
ぎ
ょ
う
）
か
ら
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
）
、
三
十
代
遊
行
上
人
他
阿

有
三
（
た
あ
ゆ
う
ぞ
う
）
ま
で
書
き
継
が

れ
た
。
遊
行
上
人
は
遊
行
す
る
際
、
携
行

し
、
遊
行
先
で
往
生
人
の
名
を
同
過
去
帳

に
記
し
た
の
で
あ
る
。

＊
遊
行
（
ゆ
ぎ
ょ
う
）…

修
行
者
が
諸
方

に
遊
歴
し
説
法
行
化
す
る
こ
と
で
、
遊
方

行
化
を
意
味
す
る
宗
教
的
行
為
を
前
提
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
物
見
遊
山
を
目

的
と
す
る
旅
行
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、

修
行
的
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
。
（
中

略
）
一
般
的
に
は
一
遍
智
真
、
お
よ
び
そ

の
流
れ
を
汲
む
時
衆
聖
の
諸
国
行
化
を

指
し
て
い
る
（
大
橋
俊
雄
『
国
史
大
事

典
』
）
。

＊
遊
行
上
人
（
ゆ
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん
）

…

一
遍
の
死
後
、
念
仏
の
道
場
が
各
地
に

建
て
ら
れ
る
と
、
そ
こ
に
止
住
す
る
僧
も

あ
ら
わ
れ
て
、
時
宗
の
教
団
が
形
成
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
く
つ
に
も
分
派

し
た
時
宗
の
中
心
と
な
っ
た
遊
行
派
は
、

相
模
藤
沢
の
清
浄
光
寺
を
拠
点
と
し
て
発

展
し
た
。
時
宗
の
指
導
者
は
遊
行
上
人
と

呼
ば
れ
、
生
け
る
仏
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、

多
く
の
信
徒
を
率
い
て
回
国
巡
行
を
続
け

た
が
、
晩
年
に
遊
行
を
続
け
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
と
、
清
浄
光
寺
に
引
退
し
た
。

寺
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
上
人
は
、
藤
沢

上
人
と
呼
ば
れ
た
が
、
鎌
倉
時
代
末
以
降
、

藤
沢
上
人
が
没
す
る
と
、
回
国
中
の
遊
行

上
人
は
そ
の
地
位
を
後
継
者
に
譲
っ
て
清

浄
光
寺
に
入
り
、
藤
沢
上
人
を
つ
ぐ
の
が

時
宗
の
慣
例
と
な
っ
た
（
大
隅
和
雄
『
世

界
大
百
科
事
典
』
）
。

■
「
伊
古
宇
」
の
尼
僧　

過
去
帳
に
お
け

る
伊
興
の
記
述
は
、
十
代
遊
行
上
人
元
愚

（
が
ん
ぐ
）
の
代
の
尼
集
の
部
に
次
の
通

り
、
記
さ
れ
て
い
る
。

【
７
】
森
鷗
外
旧
居 

橘
井
堂
跡

　
　
　
　
　
　
　

登
録
記
念
物
（
史
跡
）

　

千
住
一
丁
目
に
あ
る
カ
ノ
ン
千
住
の
東

側
、
駐
車
場
出
入
口
付
近
は
、
文
豪
森
鷗

外
の
旧
居
跡
で
す
。
（
千
住
一
丁
目
三
十

‐

三
）

　

鷗
外
の
父
静
男
が
南
足
立
郡
医
と
な
り
、

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
橘
井
堂

（
病
院
）
を
開
院
し
、
医
者
で
も

あ
っ
た
鷗
外
も
明
治
十
四
年
七
月

か
ら
当
地
に
住
み
、
医
療
活
動
に

従
事
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
留
学
期

間
を
除
き
、
明
治
二
十
二
年
に
引

っ
越
す
ま
で
鷗
外
は
千
住
に
居
住

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
鷗
外
の
住
ん
だ
建
物
な

ど
当
時
の
痕
跡
は
残
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
千
住
と
森
鷗
外
の
深
い

つ
な
が
り
を
示
す
場
所
で
す
。

　

登
録
さ
れ
た
文
化
財
は
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
保
存

さ
れ
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

区
と
し
て
も
大
切
に
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【４】木造不動明王及び二童子立像
　　　付、胎内文書

【７】森鷗外旧居 橘井堂跡

「
伊
古
宇
」
の
尼
僧

関
口　

崇
史
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博物館40周年の
　　ロゴマークができました

　

応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
五
月
十
六
日
、

「
伊
古
宇
」
に
お
い
て
尊
一
房
な
る
尼
僧

が
往
生
を
遂
げ
た
記
述
で
あ
る
。
中
世
に

お
い
て
伊
興
は
「
伊
古
宇
」
と
表
記
さ
れ

て
い
た
。

■
十
代
遊
行
上
人
元
愚　

元
愚
は
正
中
二

年
（
一
三
二
五
）
生
ま
れ
、
加
賀
出
身
の

僧
侶
で
あ
る
。
十
九
歳
の
時
、
七
代
遊
行

上
人
託
何
（
た
く
が
）
の
弟
子
と
な
り
、

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
六
月
十
八
日
、

九
代
遊
行
上
人
白
木
（
は
く
ぼ
く
）
が
駿

河
国
府
中
長
福
寺
（
現
静
岡
県
静
岡
市　

長
善
寺
）
に
お
い
て
没
す
る
と
、
同
年
七

月
七
日
、
清
浄
光
寺
に
お
い
て
遊
行
を
継

承
し
た
。
元
愚
の
遊
行
期
間
は
十
五
年
に

及
ん
だ
。
康
暦
三
年
（
一
三
八
一
）
二
月

十
八
日
、
尾
道
常
称
寺
（
現
広
島
県
尾
道

市
）
に
て
自
空
に
遊
行
を
継
承
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
元
愚
は
清
浄
光
寺
に
帰
住
し
、

至
徳
四
年
（
一
三
八
七
）
正
月
十
一
日
に

没
し
た
（
髙
野
『
時
宗
教
団
史
』
参
照
）
。

　

元
愚
は
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
五
月

五
日
、
六
浦
（
現
神
奈
川
県
横
浜
市
）
、

同
十
六
日
、
伊
興
、
そ
し
て
、
同
年
六
月

三
日
に
は
越
後
に
移
っ
て
い
る
。

■
遊
行
上
人
と
武
蔵
国　

遊
行
上
人
が
全

国
を
廻
っ
た
の
は
開
祖
一
遍
の
み
で
あ
っ

た
。
二
代
他
阿
真
教
以
降
、
時
宗
に
帰
依

し
た
在
地
武
士
を
は
じ
め
と
す
る
有
力
者

達
は
各
地
に
時
宗
道
場
を
建
設
し
、
道
場

に
止
住
す
る
僧
侶
の
派
遣
を
要
請
し
た
。

要
請
を
受
け
、
各
地
に
僧
侶
を
派
遣
し
た

結
果
、
時
宗
は
教
団
化
し
て
い
く
の
で
あ

る
（
石
田
『
一
遍
と
時
宗
』
参
照
）
。

　

金
井
氏
は
遊
行
上
人
に
よ
る
武
蔵
国
内

の
順
路
に
つ
い
て
、
鎌
倉
〜
戸
塚
（
神
奈

川
県
横
浜
市
）
〜
町
田
（
東
京
都
）
〜
府

中
〜
久
米
（
埼
玉
県
所
沢
市
）
か
ら
河
越

（
埼
玉
県
川
越
市
）
に
入
る
ル
ー
ト
と

相
模
原
（
神
奈
川
県
）
〜
八
王
子
（
東
京

都
）
〜
昭
島
〜
福
生
〜
入
間
（
埼
玉
県
）

か
ら
河
越
に
入
る
二
つ
の
順
路
を
提
示
し

て
い
る
（
金
井
氏
前
掲
書
）
。

■
伊
興
と
時
宗　

伊
興
地
域
に
お
け
る
時

宗
つ
い
て
は
加
増
啓
二
氏
に
よ
る
研
究
が

あ
る
。
同
氏
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
伊
興
応

現
寺
が
他
阿
真
教
に
よ
り
時
宗
寺
院
と
な

っ
た
伝
承
を
有
し
、
区
内
に
現
存
す
る
中

世
後
期
の
時
宗
系
板
碑
群
（
註
一
）
が
伊

興
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
、

所
在
地
不
明
の
「
白
幡
道
場
」
（
註
二
）

が
応
現
寺
の
前
身
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指

摘
し
、
伊
興
を
中
心
と
す
る
時
宗
の
広
ま

り
を
指
摘
し
て
い
る
（
『
東
京
北
東
地
域

の
中
世
的
空
間
』
参
照
）
。
ま
た
、
応
現

寺
末
寺
花
畑
東
善
寺
の
康
安
元
年
（
一
三

六
一
）
十
二
月
十
四
日
銘
「
名
号
板
碑
」

は
元
愚
来
訪
以
前
か
ら
伊
興
地
域
に
お
け

る
時
宗
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

　

元
愚
の
遊
行
時
代
で
あ
る
応
安
元
年

（
一
三
六
八
）
、
武
蔵
平
一
揆
に
よ
り
河

越
直
重
が
敗
北
し
て
い
る
。
河
越
氏
は
武

蔵
に
お
け
る
重
要
な
拠
点
河
越
の
有
力
な

外
護
者
で
あ
っ
た
。
元
愚
が
六
浦
（
応
安

七
年
五
月
五
日
、
現
横
浜
市
）
か
ら
伊
興

（
同
月
十
六
日
）
へ
入
っ
た
の
も
武
蔵
平

一
揆
に
よ
る
河
越
氏
の
没
落
が
武
蔵
国
内

の
布
教
活
動
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
す

で
に
時
宗
の
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
た
伊
興

を
遊
行
先
に
選
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

元
愚
に
よ
る
伊
興
へ
の
遊
行
は
同
地
域
に

お
け
る
時
宗
の
さ
ら
な
る
発
展
を
も
た
ら

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
註
一
）
時
宗
系
板
碑…

碑
面
の
中
心
に

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
（
名
号
）
を
す
え
た

り
、
人
名
に
、
〇
阿
弥
や
、
〇
〇
房
と
い

っ
た
時
宗
の
信
仰
に
関
連
深
い
表
現
を
使

用
し
た
板
碑
。
足
立
区
は
、
伊
興
に
集
中

し
て
存
在
し
て
い
る
。

（
註
二
）
白
幡
道
場…

二
代
遊
行
上
人
他

阿
真
教
の
詠
歌
集
『
二
祖
上
人
詠
歌
』
に

記
述
さ
れ
て
い
る
道
場
で
、
歳
末
別
時
念

仏
と
い
う
修
行
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

所
在
地
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
な
い
。
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（
足
立
区
文
化
財
調
査
員
）

郷
土
博
物
館
は
一
九
八
六
年

（
昭
和
六
十
一
）十
一
月
三
日
に

開
館
し
ま
し
た
。今
年
は
、開

館
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

収
蔵
資
料
展

４
月
２
９
日
〜
８
月
３
０
日

　

郷
土
博
物
館
に
集
め
ら
れ
た
魅
力
的

な
地
域
の
宝
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。


